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平成 27 年 3 月期第 2 四半期累計期間の業績予想と実績との差異 

及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

平成 26 年 5 月 9 日に公表した平成 27 年 3 月期第 2 四半期累計期間の業績予想数値と本日公表の実績値において差異が生じましたのでお

知らせいたします。 

また、最近の業績の動向を踏まえ、平成 26 年 5 月 9 日に公表した平成 27 年 3 月期通期業績予想についても修正しましたのでお知らせいたし

ます。 

記 

                                                                         

平成 27 年３月期第 2 四半期連結業績予想と実績との差異 （平成 26 年 4 月 1 日～平成 26 年 9 月 30 日） 

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 1 株当たり四半期純利益

  百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（A） 8,800 140 140 80 2.52

実績値（B） 8,002 △53 △40 △35 △1.11

増減額（B-A） △798 △193 △180 △115 - 

増減率（％） △9.1 - - - - 

（ご参考）前期第 2 四半期実績 

（平成 26 年 3 月期第 2 四半期） 
9,138 266 257 131 4.14

 

平成 27 年３月期第 2 四半期個別業績予想と実績との差異 （平成 26 年 4 月 1 日～平成 26 年 9 月 30 日） 

  売上高 経常利益 四半期純利益 1 株当たり四半期純利益 

  百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（A） 7,600 110 70 2.21 

実績値（B） 6,785 △28 △10 △0.33 

増減額（B-A） △815 △138 △80 - 

増減率（％） △10.7 － － - 

（ご参考）前期第 2 四半期実績 

（平成 26 年 3 月期第 2 四半期） 
7,893 187 104 3.29 

 

 

 

 

 

 

 

 



平成 27 年３月期通期連結業績予想の修正 （平成 26 年 4 月 1 日～平成 27 年 3 月 31 日） 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1 株当たり当期純利益 

  百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（A） 18,400 450 440 260 8.19

今回修正予想（B） 16,700 180 170 100 3.16

増減額（B-A） △1,700 △270 △270 △160 - 

増減率（％） △9.2 △60.0 △61.4 △61.5 - 

（ご参考）前期実績 

（平成 26 年 3 月期） 
18,679 353 341 225 7.09

 

平成 27 年３月期通期個別業績予想の修正 （平成 26 年 4 月 1 日～平成 27 年 3 月 31 日） 

  売上高 経常利益 当期純利益 1 株当たり当期純利益 

  百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（A） 15,900 350 200 6.30 

今回修正予想（B） 14,200 150 80 2.53 

増減額（B-A） △1,700 △200 △120 - 

増減率（％） △10.7 △57.1 △60.0 - 

（ご参考）前期実績 

（平成 26 年 3 月期） 
16,158 222 169 5.34 

 

修正の理由 

  当第 2 四半期累計期間においては、印刷事業における宣伝用印刷物等の売上減少により、前回公表した業績予想を下回ることとなりました。  

  通期業績予想については、第 2 四半期累計期間までの業績動向及び今後の見通し等を踏まえ、売上高及び利益は前回予想を下回る見込みで

す。 

 

（注）本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的だと判断する一定の前提に基づいて

おり、実際の業績は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

   

以上 


